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菌量の量的比較によって 判定を行なう場 合 に








































Tween-albumin 培地に 1, 2週間培養 したも
の計 8通 りの株を用意 した｡各々から白金耳を
用いて約 10mg位の菌量を別 々の8コのガラス





的に比淘 し,等 しくなるまで稀釈 した菌液の濃
度を 1mg/ccとみなした｡ 更に, Bausch &
LombのSpectrocolorimeterで PerCentTrans-
missionを測定 しておいて, 後日の修正に資 し
た｡
これら8通 りの菌液を夫々, 103倍,104倍,
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105倍,106倍に稀釈 し,培地 1本あたり0.1ccを




バ リウム の標準液と 肉眼的に 比捜 して 決めた
1mg/ccの菌液を Bausch& Lombの Spectfo-
colorimeterを用い,波長 475mJで PerCent




従 って,実際培地上に発育 した集落数 (実験
方法の所で述べた105倍稀釈菌液を 0.1cc接種 し
た場合の培地 3本に発育 した集落数の平均値)



















8週目の生菌数は 4週目のそれに比 して 約 1/3
に減少 していた｡ Kirchner表面培養でも2週
間目で208×105コ,4週目で113×105コで約1/2




割合は減少 して行 く傾向のあることが判 った｡
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表 1 増菌川増地の種類･培養期間と 1mg中の生菌単位数
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' l■;lL 誼 潰 度
〟ー~~ノ~ ~寸 車 eFn-albu-in培叫 200×105
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1% 小 川 培 地 16×105













修 正 発 育









*PerCentTransmissionは Bausch& Lombの Spectrocolorimeterで測定した値











































上記の 菌株を 白金耳により 目分量で 薗量約
10mg づつを6コのガラス玉入 コル ベ ンに 採
り,正味の手技磨砕時間を10秒,30秒,60秒,





表 2に示 した如 く,磨砕時間正味10秒の場合,
生菌単位数は 453×104コ,30秒で306×104コ,


















-132- 京大結研紀要 第12巻 第 2号
表 3 分散媒の種類と 1mg中の生菌単位数





























































































の等 しい 3本の試験管に分注 した｡
その中の 1本は先に秤量して作った 1mg/cc
の結核菌液の独皮と, 次の 1本は 0.15mg/cc
































硫酸バ リウムは48% Transmissionを示 した｡
上記3つの標準液と肉眼的に比濁 して決めた























































件, 即ち表6に示した様に SM 耐性培地では
1%小川培地 の代り古と3%小川培地を用い,

























定成績を示すと表 7,表 8,表 9の如 くとなっ
た｡









多い 0.3mgγの場合に, 夫々2コ, 1コ,4コ
の集落発生を認めた｡
しかしながら SM 5γ/cc以上,PASlγ/cc,








次に6週判定では,表 7に示す如 く,SM 標準
(不 良)耐 性 培 地
SM 耐性培地
使用薬剤の種類 l 複合 SM
薬剤の添加量 】 2 倍 量




























表 7 標準耐性培地及び非標準耐性培地と接種菌量 4週判定及TU16週判定
標1%は1%小川耐性培地 (標準法によるもの)
非3%は3%小川耐性培地 (標準法 によらぬもの)
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表 9 標準耐性培地及び非標準耐性培地と接種菌量 4週判定及び6過判定
No. 接 種 対 照 培 地 ⅠNH 耐 性 培 地
loワ/cc 5γ/cc 2γ/cc 1pT/cc 0.5γ/cc 0.1γ/cc



































まず 1%小川培地で DHSM を 20γ/ccに含

































耐性株では発育菌量 (鼎)で対照培地 と同 じ位









































表 10 SM 耐性菌混入率と接種菌量 4週判定
-]3畠-
表 11 至 適 接 種 菌 量
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少量づつ採取した 場合,2回の実 験 で は SM
(一月,FAS(≠),INH (棉),対照 (棚),及び
SM (+),FAS(≠),INH (鼎),対照(柵)の判



























































耐性分布 1 + ; ≠ ≠ f 帖
第3章 総括及び考接
第2篇1)に於て, 著者は耐性検査に於ける耐
性の高さの判定に影響を 及ぼす 因子が 種々 あ
り,特に耐性培地 PH,耐性培地保存条件,接
種菌量,培養期間の相違によって,SM,PAS,








































































































































































































最 も重大なる影響を及ぼ したものは,SM では












多 く (10~1mg), 又後者の目的のため,換言す
れば被検株中に感受性菌が尚存在 している事を








も,接種菌量は 10~1mg及び 10~4mgの 2段階
で耐性検査を行なう必要があると考える｡
潤筆にあた り御指導を賜わ りました本研究室
の前川助教授,吉田敏郎博士に,又本実験に関
して懇切なる御指導を賜わ りました津久問博士
に深 く感謝致 します｡
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